
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 10回 理事会  

日 時 平成 29年 1月 13日 19：30～21：00 

場 所 銀屋ビル 3階 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、小柳 傑、

賀村 肇、志岐浩二、西本加奈、大石勝規 

監事：平野英三、大木田治夫 

学術大会役員：田中 健、脇屋光宏 

部長：坂井孝行、笹原順哉、長谷川隆史、西 啓太 

書記：仲宗根歩、眞壁和子 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）「協会指定管理者(職域別)中央研修会開催 研修会開催のご案内と世話人派遣」について 

職域別中央研修会【生活期】を平成 29 年 2 月 25 日(土)、職域別中央研修会【急性期】を平成 29 年 2
月 26 日(日)に(公社)日本理学療法士協会 田町カンファレンスルームにて開催予定。各都道府県士会か
ら生活期及び急性期のそれぞれの世話人を選出し、中央研修会へ派遣してほしい。急性期第 1 候補に古
田先生、第 2 候補は原爆病院の吉田先生。生活期第 1 候補に秀嶋先生、第 2 候補に當麻先生へ事務局か
ら打診をする。審議の結果、提案通り可決した。 

２）新卒者オリエンテーション開催について 
次年度の新卒者オリエンテーション開催日時が平成 29 年 4 月 23 日(日)10：00～13：00、場所は長崎市
内のみではなく、諫早市等で検討中。参加者は役員(三役その他の理事)や地区代表。終了次第、地区毎に
分かれて地区懇親とレクリエーションを行う。例年と異なり、総会とは別日に開催予定。総会終了後に
地区懇親会を行い、新人と地区代表との顔繋ぎが目的。予算は例年より 3 万円多い。次年度の新人出席
数は 100 名程度。FAX 通信で案内をするのであれば月 1 配信している為、早めに FAX へ掲載し県士会
のホームページにも更新する。審議の結果、提案通り可決した。 

３）認定審査委員の推薦について 
早急に長崎市の介護認定審査委員を 6 名決めたい。白川和彦先生は推薦基準に当てはまらない為、代わ
りに志岐理事を推薦。推薦させてもらっている人には封書で送っている。時津町の 2 名は推薦規定に乗
っかっていない為、時津町の岩永隆之先生を濵本寿治先生(百合野病院)、原田直樹先生(長崎北病院)を笹
原順也先生(長崎北病院)へ変更。審議の結果、提案通り可決した。 

４）総務部予算補正のお願い(理事会開催)について 
平成 28 年度の予算として理事会開催に 520,000 円をあげていたが、11 月時点で 468,320 円支出し
ている。今年度は、残り通常理事会 2 回と拡大理事会 1 回が開催予定。拡大理事会は、県学会時に
島原で開催するため例年の拡大理事会よりも費用がかかる。通常理事会 2 回分約 100,000 円、拡大
理事会約 163,000 円（拡大理事会は全員出席すると仮定して算出）。このため平成 28 年度予算を超
過することは避けられない為、予算補正額として 211,320 円を組んでいただきたく提出した。審議
の結果、提案通り可決した。 

 ５）「第 17回長崎県障害者スポーツ大会」後援依頼の件について 
平成 29 年 5 月 28 日に県央地区の各会場にて、第 17 回長崎県障害者スポーツ大会が開催予定であり、
本会の後援名義使用の依頼があった。障害者スポーツ協会から依頼があった場合はマッチングがすでに
行われていて必要な競技場・会場にマッチングされた人が入る。県からの依頼の場合は県が指定した競
技に関して福祉部から派遣する。審議の結果、三役で決定することを可決した。 

６）新入会会員承認の件について 
入会 1名 退会 4名。審議の結果、提案通り可決された。 

７）推進リーダー制度の会員の申請状況について 
資料の回覧が行われ審議の結果、提案通り可決した。 

 ８）県士会の『都道府県コーディネーター2名』の推薦について 
日本理学療法士 副会長(斎藤先生)より県士会へ『都道府県コーディネーター』の推薦依頼が来ている(2
名)。推薦者 2 名の選出について、地区担当理事ならびに地区代表のご協力をお願いしたい。来年の 7 月
半ばの全国一斉 PT 啓発事業でデモを行う。県央は大場裕之先生（貞松病院）、県北は村山謙治先生（平
戸市民病院）に決定。県北は担当理事から打診を行う。審議の結果、提案通り可決した。 

 （２）報告事項 
 １）第 14回長崎県ねんりんピック依頼について 

平成 29 年 1 月 4 日に長崎県すこやか長寿財団より第 14 回長崎県ねんりんピックにおける理学療法士の
派遣依頼があった。開催日時は平成 29 年 5 月 13 日(土)。派遣場所及び派遣人数は大村氏古賀島スポー
ツ広場(グラウンド・ゴルフ、サッカー)3名、長崎市総合運動公園かきどまり(テニス)3名。 

  



２）電報について(祝電・弔電)について 
現在電報の依頼を受け発信作業をしているが、特に弔電関係で期日に間に合わないことがある。電報の
期日として一日前まで。電報発信に必要な情報は電報送り先が長崎県理学療法士協会会員であるか。庶
務部と確認作業が発生する場合もあるため、事前に明確になっていると作業がスムーズになる。祝電は
結婚式場等の開催日時と会場名(住所・電話番号)、会員の名前。弔電(一親等、配偶者が対象)は告別式等
の開催日時と会場名(住所・電話番号)、喪主の方の名前、会員名、亡くなった方の名前と会員との関係
(父、母 など)。 

 ３）県学術大会準備状況報告について 
予算案で前回大会と比較として、横断幕垂れ幕等は島原病院のプリンターを無料使用の為、支出は前回
大会 81,000 円から今回 0 円。学会誌のダウンロード化の為、108,216 円(パンフレット 2200 部＋学会誌
100 部)。前回大会は 222,264 円(学会誌 2100 部)。市民公開講座回覧板での広報。前回大会 25,920 円(チ
ラシ 1000 部)から 90,320 円(チラシ 3000 部＋自治会長への発送料)。現時点では予算と比較し 4,524 円
浮いている状況。ただし、会議費と基調講演講師の交通費(愛知県・長崎県内の移動分)が別途加算される
ため、実際はもう少し増額する可能性がある。協会保管は 10 冊必要。当日に学会誌を 1,000 円で販売。
前回の会長賞表彰があり城田先生が準備おり開会式に組み込む。今年度の学会長賞等表彰は閉会式に行
い表彰者には事前に伝える。来賓は看護協会、OT、ST。印刷のタイムリミットは 1 月 16 日(月)の午前
中に差し替える。学会終了後に会計監査を行うため、会計担当者も一緒に話し合いをする。2 月 17 日、
18日、20日のいずれかに長崎北病院で行う。 

４）コンソーシアム長崎 委員と講師派遣について 
コンソーシアム長崎の委員に井手副会長、講師として本田憲一先生（長崎リハ病院）を派遣する。 

５）平成 28年度 第 11回 拡大理事会について 
拡大理事会日時は平成 29年 2月 18日(土) 12：00から(14：30まで)、会場は県学会サブ会場の深江公
民館。内容は平成 29年度事業計画と平成 29年度予算案。 

６）国高校サッカー選手権長崎大会メディカルサポート活動について 
上記 2つについては、資料閲覧のみの報告となった。 

７）その他の報告事項について 

・「認知症スポーツ交流会」について：平成 29 年 2 月 5 日に開催予定。パンフレットを理事に配付す
る。FAX通信に掲載する。 

・「口リハ」について：佐世保地区にて平成 29 年 4 月 29 日に口リハが開催されるが、参加者が少ない
ため佐世保近辺の PTへの周知をお願いしたい。 

・「臨床実習指導者研修会」について：教育部より「臨床実習指導者研修会」が 1 月 29 日に開催される
が参加者が少ないため周知をお願いしたい。 

・「ぴーかんてらす」について：ぴーかんてらすと県学術大会のリーフレットを 2 月 3 日までに送付。
裏表紙にねんりんピックの写真を掲載予定。次回から県内専門学校の協力が得られれば掲載予定。 

 ９）監事からの意見 
・特になし。平成 28 年 11 月 29 日(火)に中間監査を行った。報告書は期日までに速やかに提出をするよ
うに。学会の監査の下準備として去年の残金額を銀行通帳に記帳してほしい。予算案に沿って領収書が
揃い残金がいくらか分かれば良い。学会財務に相談して、愛野記念病院にて監査を開催しても良い。 
・理事会では、審議事項が多く時間が遅くなるため三役である程度事前審議を行い、理事会で最終決議
するように時間短縮。報告事項は、目を通す形にして審議事項を中心にする。三役にて審議事項をまと
め、理事会にて決定する。三役で一任された事項があれば決定する。 

 


